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 昨年
さくねん

10月
がつ

より、渋谷
し ぶ や

区
く

障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふ く し

課
か

の

音頭
お ん ど

のもと桑沢
くわさわ

デザイン研究所
けんきゅうじょ

の学生
がくせい

（以下
い か

桑沢生
くわさわせい

）、区
く

内
ない

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

が

事業所
じぎょうしょ

の 境
さかい

を越
こ

えて手
て

を取
と

り合
あ

い、

渋谷
し ぶ や

区
く

の新
あたら

しいおみやげを作
つく

ろう！と

いう「渋谷
し ぶ や

みやげ開発
かいはつ

プロジェクト」が

スタートしています。工房
こうぼう

ぱれっとへも

桑沢生
くわさわせい

が何
なん

度
ど

も足
あし

を運
はこ

び、通
つう

所員
しょいん

と共
とも

に

絵
え

や文字
も じ

を描
か

く等
など

協働
きょうどう

が進
すす

められてい

ます。３月
がつ

に開
かい

催
さい

された選考会
せんこうかい

では、

手作業
てさぎょう

を活
い

かしたアクセサリーや雑貨
ざ っ か

が並
なら

ぶ中
なか

、手書
て が

きの文字
も じ

を誰
だれ

もが使
つか

える

デジタルデータ化
か

した「フォント」の案
あん

が、将来
しょうらい

の展開
てんかい

・波及
はきゅう

効果
こ う か

を期待
き た い

され

最多
さ い た

得票
とくひょう

。今年度
こんねんど

からは、この「渋谷
し ぶ や

み

やげ開発
かいはつ

プロジェクト」の方向性
ほうこうせい

を「障
しょう

がいのある人
ひと

の文字
も じ

や絵
え

をもとに、誰
だれ

も

が使
つか

える公共
こうきょう

のデータ【フォント／パタ

ーン（紋様
もんよう

）】を生
う

み出
だ

す」ことに定
さだ

め、

通称
つうしょう

「シブヤフォントプロジェクト」と

名付
な づ

けられまし
 

た。 

●8/26・27 48時間
じ か ん

デザインマラソン 

そして今年度
こんねんど

は桑沢生
くわさわせい

の顔
かお

ぶれも新
あら

たに参加
さ ん か

７事業所
じぎょうしょ

６チームで、フォント／

パターンの制作
せいさく

とそれを使用
し よ う

した商品
しょうひん

案
あん

・ブランドコンセプトの作成
さくせい

に２日間
か か ん

で

チャレンジすることにな
 

りました。会場
かいじょう

となったFab
ファブ

Cafe
カ フ ェ

 Tokyo
トーキョー

ではレーザーカ

ッター、U V
ユーブイ

プリンタ等
など

最新
さいしん

デジタル

機材
き ざ い

を使
つか

い、その場
ば

ですぐ様々
さまざま

な素材
そ ざ い

（木材
もくざい

やアクリル板
ばん

等
など

）を切
き

り出
だ

したり

印刷
いんさつ

する
 

ことができます。ぱれっとは

桑沢生
くわさわせい

1年
ねん

の橋本
はしもと

葵
あおい

さんにより、渋谷
し ぶ や

に

集
あつ

まる多様
た よ う

な人々
ひとびと

の「ごちゃ混
ま

ぜ」で「誰
だれ

でもウェル
 

カム」なイメージからパター

ンを制作
せいさく

、人
ひと

を家
いえ

に招
まね

くための食器
しょっき

やテ

ーブルクロス、インテリア等
など

に展開
てんかい

しまし
 

た。 

 

●これからの展開
てんかい

に乞
こ

うご期待
き た い

！ 

フォント／パターンのデータは 11月
がつ

よ

り有料
ゆうりょう

ダウンロードサービスが開始
か い し

され、

それらを顧客
こきゃく

が利用
り よ う

した二次
に じ

創作
そうさく

を促
うなが

し

ていきます。合言葉
あ い こ と ば

は「YOU
ユ ー

 MAKE
メ イ ク

 

SHIBUYA
シ ブ ヤ

」。元
もと

のデータを制作
せいさく

した私達
わたしたち

も、このフォントに出会
で あ

い新
あたら

しく何
なに

かを

生
う

み出
だ

そうとする企業
きぎょう

も個人
こ じ ん

も、誰
だれ

もが

渋谷
し ぶ や

の未来
み ら い

を作
つく

っていく。このプロジェク

トには、障
しょう

がいの有無
う む

やジェンダー、国籍
こくせき

等
など

の違
ちが

いを越
こ

えて誰
だれ

もが主人
しゅじん

公
こう

であると

いうメッセージが込
こ

められているのです。

売上
うりあげ

が工賃
こうちん

向上
こうじょう

につながることも期待
き た い

さ

れます。（工房
こうぼう

ぱれっと 玉井
た ま い

七
なな

恵
え

） 

 

・渋谷みやげ開発プロジェクト報告             （報告１） 

・9/9（土）、10（日）プチバカンス報告           （報告２） 

・10/15（日）第 34回ぱれっと福祉バザー報告        （報告３） 

 

渋谷
し ぶ や

のおみやげ開発中
か い は つ ち ゅ う

！ 

原画作成：前田哲さん 

【
渋
谷
の
人
混
み
を
表
し
た
パ
タ
ー
ン 

「
シ
ブ
ヤ
・
ダ
ン
シ
ン
・
ミ
ッ
ク
ス
」】 

今後の進展はシブヤフォントホームページで随時発信されます。▶「シブヤフォント」で検索 ⑦  
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夏のぱれっと恒例宿泊
こうれいしゅくはく

イベント「プ

チ・バカンス」。今年
こ と し

も 9月
がつ

9
ここの

日
か

（土
ど

）

～10
とお

日
か

（日
にち

）にかけて、総勢
そうぜい

65名
めい

で静岡県
しずおかけん

東伊豆町熱
ひがしいずちょうあた

川
がわ

へ行
い

ってきました！当日
とうじつ

は両日
りょうじつ

とも快晴
かいせい

に恵
めぐ

まれ、絶好
ぜっこう

の旅行
りょこう

日和
び よ り

。熱
あた

川
がわ

へは 3回目
か い め

でありましたが

元気
げ ん き

いっぱいのなかバスに乗
の

り込
こ

み、

現地
げ ん ち

へと出発
しゅっぱつ

しました。 

●１日目
に ち め

午後
ご ご

コース別
べつ

 昼
ひる

プログラム 

熱
あた

川
がわ

到着
とうちゃく

後
ご

、今回
こんかい

は５つのコースに分
わ

かれて、各々
おのおの

プログラムを楽
たの

しみました。 

～バナナワニ園
えん

コース～ 

熱
あた

川
がわ

で一番
いちばん

有名
ゆうめい

なスポット、バナナワ

ニ園
えん

！間近
ま ぢ か

で見
み

るワニは、想像
そうぞう

以上
いじょう

に

大迫力
だいはくりょく

でドキドキ。また、分
ぶん

園
えん

では可愛
か わ い

いレッサーパンダや木
き

に実
みの

ったバナナ

を見
み

られて、皆
みな

さんリラックスした

表 情
ひょうじょう

で嬉
うれ

しそうでした。思
おも

い出
で

に残
のこ

る

お出
で

かけとなりました。（田島
た じ ま

未久
み く

歩
ほ

） 

～熱
あた

川
がわ

ビーチコース～ 

夏
なつ

と言
い

えば、海
うみ

！というわけで、ビー

チコースでは、浜辺
は ま べ

でみんなとビーチバ

レーをして、存分
ぞんぶん

に体
からだ

を動
うご

かし、いい汗
あせ

を流
なが

しました。さらに、スイカ割
わ

りも行
おこ

ない、大
おお

いに盛
も

り上
あ

がりました。浜辺
は ま べ

で

みんなと分
わ

け合
あ

うスイカは格別
かくべつ

！素敵
す て き

な時間
じ か ん

となりました。（吉岡
よしおか

 悠
ゆう

真
ま

） 

【スイカ割
わ

りを楽
たの

しむ、参加者
さんかしゃ

たち】 

 

 

 

～博物館
はくぶつかん

巡
めぐ

りコース～ 

テディベア博物館
はくぶつかん

では、主役
しゅやく

の熊
くま

より

特別展
とくべつてん

のトトロが皆
みんな

に人気
に ん き

！巨大
きょだい

ねこ

バスに乗
の

ったり、トトロと写真
しゃしん

を撮
と

った

り大
おお

はしゃぎでした。 

レトロな昭和
しょうわ

を感
かん

じる資料館
しりょうかん

では昔
むかし

の電化
で ん か

製品
せいひん

やレコードなど懐
なつ

かしむ人
ひと

と珍
めずら

しがる人
ひと

。短
みじか

い時間内
じかんない

でも充実
じゅうじつ

の

ひとときでした。（渡邊
わたなべ

文
あや

） 

～城ケ崎
じょうがさき

コース～ 

本
ほん

コースでは、伊東市
い と う し

の城ヶ崎
じょうがさき

海岸
かいがん

の

海岸
かいがん

を散策
さんさく

しました。高低差
こうていさ

がはげしく、

ミニハイキングとなりましたが、海岸
かいがん

か

ら見
み

える相模
さ が み

湾
わん

の絶景
ぜっけい

や、道中
どうちゅう

のつり橋
はし

からの潮風
しおかぜ

はとても気持
き も

ちよく、がんば

って歩
ある

いた甲斐
か い

があったと思
おも

える、素敵
す て き

な景色
け し き

を満喫
まんきつ

できました。（飯尾
い い お

卓
すぐる

） 

【城ケ崎
じょうがさき

からの風景
ふうけい

】 

～室内
しつない

まったりコース～ 

ドミノをプレーしながら、音楽
おんがく

を鳴
な

らし

たり、野球
やきゅう

の結果
け っ か

をチェックしたり、の

んびり休
やす

んだりと、参加者
さんかしゃ

の皆
みな

さんとじ 

っくり過
す

ごすことができました。参加
さ ん か

す

る前
まえ

は、遠出
と お で

までして室内
しつない

で過
す

ごすなん

て勿体
もったい

ない？という思
おも

いもありました

が、実際
じっさい

に参加
さ ん か

してみると、室内
しつない

コース

でしか体験
たいけん

できない、プレミアムな時間
じ か ん

となりました。（野村
の む ら

正和
まさかず

） 

第
だ い

21回
か い

ぱれっとプチ・バカンス報告
ほ う こ く
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●１日目
に ち め

 夜
よる

プログラム 

恒例
こうれい

の夜
よる

プロ！今年
こ と し

は熱
あた

川
がわ

ナイトと

銘打
め い う

ち、参加者
さんかしゃ

が企画
き か く

を出
だ

し合
あ

い作
つく

り上
あ

げました。掛
か

け合
あ

い漫才
まんざい

や、ダンスやシ

ャンソンクイズなどなど、どれも大変
たいへん

練
ね

りに練
ね

った出
だ

し物
もの

で、それをみんなで楽
たの

しみました！ダンスに至
いた

っては、参加者
さんかしゃ

全員
ぜんいん

で会場
かいじょう

いっぱい使
つか

って踊
おど

りまくり、

笑顔
え が お

と笑
わら

い声
ごえ

の絶
た

えない熱
あつ

いナイトと

なりました。（金子
か ね こ

正和
まさかず

） 

【大盛
おおも

り上
あ

がりの夜
よる

プログラム】 

●１日目
に ち め

 ２次会
じ か い

～１日
にち

の振
ふ

り返
かえ

り 

１日目
に ち め

の最後
さ い ご

には、２次会
じ か い

も開
ひら

かれ、

軽食
けいしょく

を交
まじ

えながら今回
こんかい

集
あつ

まった参加者
さんかしゃ

とともに、自由
じ ゆ う

な時間
じ か ん

を過
す

ごしました。

みんな疲
つか

れを見
み

せることなく終始
しゅうし

賑
にぎ

や

かで、初
はじ

めて出会
で あ

ったボランティアの

方々
かたがた

と会話
か い わ

を楽
たの

しんだり、テーブルゲー

ムで遊
あそ

ぶ方
かた

やホテルのお部屋
へ や

でお休
やす

み

になる方
かた

など、各自
か く じ

が思
おも

い思
おも

いに楽
たの

しい

時間
じ か ん

を過
す

ごしました。（吉岡
よしおか

悠
ゆう

真
ま

） 

●２日目
か め

 全体
ぜんたい

プログラム 

～三島
み し ま

スカイウォーク～ 

 全長
ぜんちょう

４００メートルのつり橋
ばし

の上か

ら駿河
す る が

湾
わん

や伊豆
い ず

の山並
や ま な

みなど、自然
し ぜ ん

の絶
ぜっ

景
けい

を堪
たん

能
のう

しました。つり橋
ばし

の上は、想像
そうぞう

以
い

上
じょう

の揺
ゆ

れを感
かん

じスリル満点
まんてん

！次第
し だ い

に

足
あし

場
ば

も慣
な

れ、空
そら

を歩
ある

いているかのような

気分
き ぶ ん

になり、風
かぜ

も気持
き も

ちよく感
かん

じました。

最後
さ い ご

にはお土産
み や げ

を買
か

って、満足
まんぞく

した時間
じ か ん

を過
す

ごすことができました。（大湯
お お ゆ

明里
あ か り

） 

【三島
みしま

スカイウォークの大
だい

パノラマ】 

●全体
ぜんたい

を通
とお

して 

今回
こんかい

、プチバカンスでの熱
あた

川
がわ

の利用
り よ う

は３

回目
か い め

でした。３年
ねん

連続
れんぞく

であったため、昼
ひる

プログラムの数
かず

を増
ふ

やしたり、持
も

ち込
こ

み

企画
き か く

の実施
じ っ し

や新
しん

スポットを巡
めぐ

るなど、よ

り工夫
く ふ う

を凝
こ

らした２
ふつ

日間
か か ん

の内容
ないよう

での

開催
かいさい

となりました。利用者
りようしゃ

とボランティ

ア双方
そうほう

のアイデアが存分
ぞんぶん

に生
い

かされ、さ

らに、両日
りょうじつ

とも晴天
せいてん

のなかで迎
むか

えること

ができたことに、大変
たいへん

嬉
うれ

しく感
かん

じており

ます。そして大
おお

きな事故
じ こ

やケガ等
とう

もなく

終
お

えることができ、今年
こ と し

もまた一
ひと

つ素敵
す て き

な夏
なつ

の思
おも

い出
で

ができました。（吉岡
よしおか

悠
ゆう

真
ま

） 

●ご挨拶
あいさつ

 

最後
さ い ご

に、今年
こ と し

のプチバカンスを開催
かいさい

す

るにあたり、親御
お や ご

様
さま

やボランティアをは

じめとする、多
おお

くの皆様方
みなさまがた

のご支援
し え ん

・ご

声援
せいえん

を頂
いただ

き、誠
まこと

にありがとうございま

した。大
だい

盛況
せいきょう

の中
なか

、無事
ぶ じ

終 了
しゅうりょう

すること

できましたこと、厚
あつ

く御礼
おんれい

申
もう

し上
あ

げます。 

（第
だい

２１回
かい

ぱれっとプチ・バカンス 

実行
じっこう

委員
い い ん

一同
いちどう

） 

 

 

 

 

 

 

 

【集 合
しゅうごう

写真
しゃしん

で、決
き

めポーズ♪】 
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※売上げ集計：  

(10月 30日現在) 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

●ぱれっと福祉バザー当日の様子 

ここ数日は、天候が良くない日が続き、

当日の天気が気がかりでした。朝起きて

一番に外に目を。残念ながら生憎の雨。 

気を取り直して、いざ会場へ。嬉しい事

に雨天にも関わらず、例年の様に開場前

から多くの方が待って居て下さいました。

その中には、毎回来てくださっている方

の顔も、何人か見受けられました。 

いよいよバザーの開始です。各売り場

とも、品数的には昨年より少ない様で

少々寂しい感じがしましたが、オープン

と同時に会場内は、例年通りの熱気に包

まれ、各売り場には多くの方々が足を運

んで下さり、品定め、お目当ての品を探

す姿が見受けられ、一人で二個三個とお

買い上げ頂いた品を入れた袋を持って

他の売り場に足を運ぶ方も。ご来場の皆

様や、それぞれの担当の方々の努力も有

って、売上金額も目標額に達する事が出

来ました。皆様ありがとうございました。

そして昨年に引き続き今年も、数多くの

企業様、個人の方々に沢山の商品や景品

を提供して頂き「チャリティチケット抽

選会」を開催しました。ハラハラドキド

キの抽選会が始まると、あちらこちらで

笑い声や歓声が聞こえ、大変な盛り上が

り、見事商品をゲットした方も、残念な

がら外れた方も、大いに楽しめた一時で

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ご協賛を頂きました、各企業様、

地域や長谷戸小学校関係者の皆様、値付

けから販売まで、今年もご協力いただい

た２００名以上のボランティアの皆様、

職員、保護者の方々、関係者各位様、す

べての方々に心より深く御礼申し上げ

ます。本当にありがとうございました。 

大変残念な事ですが、この様な規模で

の福祉バザーは、今回が最後になります。

来年からはどの様な形になるか解かり

ませんが、今後も皆様のご協力、ご支援

を宜しくお願い致します 

（ぱれっと親の会会長 吉井 民子） 

 

●今後のバザーについて 

 1983年の創立以来、欠かすことなく

毎年開催してきたバザーですが、ここ

数年は関係者に求められる労力や、商

品の一時保管場所確保など様々な課題

を抱えつつ、皆で協力しながら何とか

乗り越えていくという状態が続いてき

ました。そして今回、こうした課題に

ついて、関係者で幾度となく本格的に

話し合った結果、大変残念ではありま

すが、今後は今までのような規模での

開催は難しいという結論に至りました。

新しい形についてはこれからさらに話

を詰めていきますので、改めて皆様に

ご報告させていただきます。引き続き

ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

去る 10月 15日（日）、恒例の第 34回ぱれっと福祉バザーを渋谷区立長谷戸小学校

体育館にて開催しました。主催の「ぱれっと親の会」会長よりご報告します。 

第 34回ぱれっと福祉バザー開催報告 

（第 34回ぱれっと福祉バザー実行委員会） 
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当日の様子 

当日ボランティア全員集合！ 
お疲れ様でした！ 

お子様向けのアトラクション「ストラックアウト」は、

たまり場ぱれっとボランティアの力作！！ 

 

開場直後の様子。雨の中、沢山のお客

様にご来場いただきました。 

生活雑貨コーナーは、毎年人気です！ 

● 協賛企業・団体 ● （＊順不同、敬称略）全 49社 

 

● 地域・個人・ボランティア・その他のご協力 ● 

・ 渋谷区立長谷戸小学校施設開放委員、関係者の皆様 ・近隣の町会の皆様（掲示板掲載の許可） 

・ 商品を届けてくださいました皆様（115）人・値付け・当日･前日ボランティアの皆様 延べ（210）人 

その他バザー告知にご協力頂きました皆様：多数         ありがとうございました！ 

⑪ 

アカオアルミ株式会社 シマダヤ株式会社 株式会社ナイガイ

アトリエ・ヒロ 写真集食堂　めぐたま 日本KFCホールディングス株式会社

伊藤ハム株式会社 株式会社ジャックス 日本中央競馬会ウインズ渋谷

魚国鮨 西武信用金庫　恵比寿支店 ネットワンシステムズ株式会社

NOK株式会社 全東急ストア労働組合 有限会社ハミッシュ

有限会社オーケーシー 公益財団法人全国青少年教化協議会 株式会社ハルモニア

株式会社大塚商会 株式会社ソシオエンジン・アソシエイツ 富士ゼロックスインターフィールド株式会社

GAP 港北東急店 損保ジャパンちきゅうくらぶ 富士電機株式会社

キユーピー株式会社 株式会社大和証券グループ本社 Bloomberg L.P.

クラレ労働組合東京支部 田吾作 丸美屋食品工業株式会社

グラクソ・スミスクライン株式会社 ちびくろさんぼ 株式会社マンダム

京葉アドバンス物流株式会社 中央労働金庫 水谷太洋オート株式会社

有限会社小池精米店 株式会社ディーエイチシー 有限会社メイキング

株式会社広明通信社 株式会社ティ・ケー・エス モルガン・スタンレー・グループ

株式会社コーセー 株式会社デンソーセールス ヤマト株式会社

国際ソロプチミスト東京ー弥生 株式会社東京木工所 有限会社ユニークサービス

さかえ湯


